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ウミガメの保護活動を体験

◀ふ化場でウミガメの生態や保護活動について学ぶ参加者

ウミガメ保護監視員から保護活動について学ぶ見学
会が７月12日から21日にかけて５日間実施され、県
内外から168人が参加しました。
参加者は朝５時に集合し、ウミガメ保護監視員と共

に海岸巡視をしたあと、卵が移植されているふ化場を
見学。21日には夜間にウミガメの産卵があり、産み落
とされた卵の掘り起こしを見学することができました。

今シーズン初のふ化を確認
御前崎市の砂浜に産卵された絶滅危惧種アカウミガ
メの卵が８月14日、今季初めてふ化しました。
６月15日に保護した128個の卵から92頭の子ガメ
が誕生。ウミガメ保護監視員により海に放流されまし
た。早朝６時ごろにふ化を発見した福田伸次保護監視
員（東町）は「今年も無事にふ化を確認できて良かった」
と笑みを浮かべました。
◀小さな体で大海原に帰っていく子ガメ

空手の形で全国大会に出場
県大会で準優勝の成績を収め、８月21日から24日に
かけて開かれる「第25回全日本少年少女空手道選手権
大会」に出場する第一小学校３年生の山本悠人さん（大
山）が７月23日、下村市長に抱負を語りました。
初出場となる全国大会に向けて家でも練習を重ねる
悠人さん。悠人さんは「全国大会でもメダルを獲得し
たい」と決意を新たにしました。
◀笑顔を見せる悠人さんと指導者の鴨川直人さん

地域を守る小中学生を育成
有事の際、地域で活躍する子どもを育成する「防災
キャンプ」が、８月１日から２日にかけて比木体育館で
開かれ、市内の小学５～６年生と中学２年生11人が
参加しました。
参加者はポリ袋を活用した夕食作りや救急救命活動
などを体験。中嶋佑さん（下比木）は「仲間と協力して
助け合うことが大切だと感じました」と話しました。
◀榛原高校グローカル部が考案した防災すごろく「ソナ」を体験する参加者

医療現場の仕事を模擬体験

◀注射器への薬剤充填を体験する参加者

看護職への理解を深めることを目的とした「高校生
１日ナース体験」が、７月29日と30日に市立御前崎総
合病院で実施されました。
近隣高校の２～３年生14人が参加し、施設の見学や
先輩看護師との座談会、看護師の仕事体験を実施。参
加者は「始めての体験に緊張したけど、看護師の仕事
を知ることができた」と話しました。

知られざる虫の生態を学ぶ

◀こんちゅうクンから虫の生態を学ぶ参加者

実物の虫を見ながら、虫の奥深さを伝えるイベント
「こんちゅうクンが御前崎市にやってくる！」が７月
12日、市内小学生の親子18組を対象に開かれました。
磐田市竜洋昆虫自然観察公園の館長を務めるこん
ちゅうクン（北野伸雄さん）が講師となり、知られざる
虫の生態を紹介。横山優菜さん（大山）は「身近な虫の
知らない部分を知れて嬉しかった」と話しました。

生徒の安全な通学のために

◀整備不良がないか細かく確認する組合員

市交通安全会と自転車軽自動車商業協同組合は、夏
の交通安全県民運動の取り組みとして、７月14日と15日
に浜岡中学校と御前崎中学校で通学用自転車点検を実
施しました。
点検作業に参加した組合員は「定期的な点検が使用者

の命を守ることにつながる。最寄りの自転車販売店など
に持ち込んで点検を受けてほしい」と話しました。

学校給食作りを親子で体験

◀カレーなどを作る鍋で具材を混ぜる体験をする参加者

学校給食センターで見学・模擬調理体験をするワク
ワク体験ツアーが８月５日に開かれ、市内の小学生親
子69人が参加しました。
参加者は、調理員の説明のもと野菜洗浄などを体験
し、約3,000食の給食ができるまでの過程を学びまし
た。参加者の加藤百華さん（佐倉一区）は「しゃもじが
重くて動かすのが難しかった」と話しました。
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